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令和６年度予算特別委員会 質問通告 

歳入 

 

１ 土 屋  準  

１ 都区財政調整制度について 

⑴ 都区間の配分割合の協議状況について 

 ⑵ 現在の協議状況に対する区の考えについて 

２ その他 

 

２ さいき 陽 平 

１ 宿泊税の導入について 

２０２３年４月にコロナ水際対策後、観光は急速に回復しており、オ

ーバーツーリズムが問題となっている。現在日本では、３都府県５市町

で宿泊税が導入されており、１人１泊あたり１００円～京都市では最

大１，０００円の宿泊税を徴収している。特に観光客、そして客室数も

多い東京都と京都市では、それぞれ年間の宿泊税収は２３億円、４５億

円が見込まれている。福岡市では、福岡県とダブル課税としており、福

岡県側が税率を調整する形で２０２０年よりスタートさせている。令

和４年には約１９億円の税収があり、この得られた税収により、市内の

屋外トイレの整備や無電中化、災害時の対応強化などがされている。港

区では、令和２年現在、都内ナンバーワンの３０，９４５室もの客室が

あり、飲食店の数も都内１位の数を誇る観光客が数多い自治体である。

港区でも宿泊税を設け税収を増やすことで、こうした観光客対応を強

化するべきだと考えるが区の見解は。 

２ 基金運用の運用収益向上について 

港区は黒字が続き、２，０００億円もの基金、言わば区の貯金がたま

っている状況にある。そのうち、１，０００億円を債券で運用している

が、保有しているのは「道路債」と呼ばれる債券が大半で、利回りはわ

ずか「０．１％」にとどまっている。一方で、大分県国東市では、運用



 

 - 2 - 

方針を見直し、０．２％だった利回りを１．９％（平成２５年、直近は

１．２％など）にまで劇的に改善させている。１，０００億円の債券の

利回りの１％でも確保できれば、毎年１０億円の自主財源が生み出さ

れる。しかし基金の在り方を検討するアドバイザー会議が年２、３回し

か開かれる予定にない。また、基金運用を所管する会計室の会計管理者

と会計室長が兼務している状況にもある。区民の貴重な財産に関わる

話だからこそ、港区運用利回りの改善やリスクマネジメント体制など、

今後の公金管理の在り方について、人員体制を強化し、さらに検討を深

めていくべきと考えるが、区の見解は。 

３ その他 

 

３ 丸山 たかのり 

１ 区民税滞納者への対応について 

ア 警告を示す封筒の送付対象について伺う。 

イ 国民健康保険料等滞納情報の共有について伺う。 

ウ 督促通知の丁寧な案内について伺う。 

２ その他 

 

４ 森 けいじろう 

１ 定額減税について 

ア 事務費を含め減額の影響をどう見ているか。 

イ 定額減税しきれないと見込まれる方について、事務作業が煩雑

になることが懸念されるが、区としてはどのような準備、検討を

されているか。 

２ 特別交付金について 

ア 特別交付金はどのように配分されているのか。 

イ 特別交付金について、どのような姿勢で取り組み、これまで、

どのような事業や項目に交付を受けてきたのか。 

３ その他 
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５ 玉 木 まこと 

１ 特別区民税収入について 

ア 令和６年度、過去最高の８８４億円を見込む特別区民税収入の

根拠は。 

イ 令和５年度の特別区民税収入約８７０億円の２８％（約２９０

億円）が０．９％（１，３９７人）の高額納税者に支えられている

ことを直視し、安定的な財源確保に向けた調査分析を行うべき。 

２ その他 

 

６ なかまえ 由紀 

１ 来年度予算における歳入構造の特徴について 

２ 基金投入額の推移と予算判断について 

３ その他 

 


